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・
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・

・

・
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岡
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ー
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一
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植

民

及

び

植

民

地

意

義

( 

ー
) 

の

長

田

頁E

『
以
上
本
J

一
、
植
民
及
び
楠
民
地
由
基
礎
硯
窓
=
、
植
民
且
び
植
民
地
山
形
式
的
翌

4
6所
管

念
.
凹
、
植
民
比
一
世
植
民
地
由
意
義
と
そ
れ
に
闘
聯
せ
る
若
干
問
題

、
植
民
及
び
植
民
地
の
賞
質
的
視

目

次

植
民
及
び
植
民
地
の
基
礎
観
念

我
凶
の
「
机
民
』
及
び
『
Mm民
地
」
の
双
方
的
意
義
を
包
括
す
る
欧
洲
語
の
「
コ
ロ
-
一

l
」

(nozミ
・
問
。
-OEO-

P
E止
。
)
が
、
皆
共
に
位
曲
問
吋
怖
の
「
コ
ロ
ニ
ア
」
(
の
。
-
。
巳
釦
)
に
そ
の
語
源
を
有

Lτ
居
る
こ
ご
は
殆
ど
綿
て
の
諸

州
学
者
の
承
認
す
る
所
で
あ
る
向
従
っ
て
『
植
民
」
及
び
『
植
民
地
」
の
意
識
を
究
明
せ
ん
記
せ
ば
・
先
づ
「
コ
ロ
ニ
ア
」

の
意
味
か
ら
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
し
弦
に
は
「
ヨ
ロ
ニ
ア
」
に
就
て
詳
越
す
る
こ
ご
を
遊
り
、
軍
に
そ
の
梗

概
を
通
ぶ
る
に
止
め
る
で
あ
ら
う
。

一
冗
来
「
コ
ロ

F

一
ア
』
は
「
コ
ロ
ヌ
不
』
(
n
o
-
8
5
)
L
4
2
R
P
Z
M
F
E
E
S
Z
F司
-
E
R
F
目
昆
R
{ロ
"
古
毛
の
OCEq=

な
る
人
的
事
象
を
指
示
す
る
語
に
そ
の
語
源
を
有
す
る
も
の
な
る
も
、
『
ヨ
ロ
品
ア
』
正
な
h
1
場
合
は
、
耕
地
・

地
産
・
定
着
地
(
司
目
E
u
-
E品向島
o
m
E
H
P
開
邑
。
百
何
回
F
)
な
る
地
的
事
象
を
指
同
小
す
る
こ
己
、
な
b
、
叉
そ
れ
以
外
の

諸
象
を
指
示
せ
ぎ
る
こ
ご
を
以
て
そ
の
本
来
的
意
義
ご
な
し
た
の
で
あ
る
叫
然
る
に
そ
の
後
備
を
の
土
地
に
定
着

害事

就

O 
1 

話

亮

植
民
A
び
植
民
地
由
意
義

第
一
一
十
五
巷

~. r、

P. R剖 nsch.Colonial Governme'!t. p. 1'3. .l~2:. H. M~!i_s:，J'h~，!:!~~
tory uf Colonization--， 'C~l._ 1・p.j，19∞ Oxford， Nc.w f-:~gl!~~. D!:ti~
nary.“ColonyEl O Ifobner.E111funrunzin dle koIonialpoliElk-5.6 
1-908 ; 山事博』主'改訂随民政策研究 pp・18-19'
O~ford. ibid. "Colony" 
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置

苑

植
民
A
び
植
民
地
の
意
識

第
二
十
五
巷

，、
四

第

観

O 

す
る
者
の
固
髄
(
〉
『
o
々
。
同
日
目
0
1
0
耳
目
百
四
庄
川
町
ロ

E
M
O唱
】
0
2
ロ
守
)
な
る
人
に
劃
す
る
指
務
己
も
な
b
、
所

詮
土
地
ピ
人
ご
を
併
秘
す
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
ι

然
ら
ば
「
ヲ
ロ
-
一
ア
」
に
包
合
さ
る
、
内
容
は
如
何
。
此
の
問
題
に
閲
す
る
解
答
に
は
自
ら
古
代
羅
馬
の
閣
外
費

反
紋
態
を
一
感
設
越
す
る
必
要
が
あ
る
Q

由
来
羅
馬
人
は
希
臓
人
ピ
は
異
b
・
所
謂
大
国
家
主
義
の
達
成
を
目
的

古
な
し
、
そ
の
岡
境
全
線
る
方
面
に
鱗
張
せ
ん
が
錦
に
武
カ
的
方
法
を
以

τ
L
ゅ
嘗
時
の
世
界
(
叶
F
O
当
日
E

O
同

寄
島
h
w
m
o
)
た
る
地
中
拠
地
方
は
一
五
ム
に
及
ば
宇
そ

ωカ
を
速

f
西
方
に
も
伸
張
す
る
所
が
め
つ
花
U

然
る
に
新
〈

τ償
援
せ
ら
れ
た
る
庚
汎
な
る
傾
士
山
り
統
一
に
就
て
は
夙
に
彼
等
に
考
慮
を
抑
は
し
め
し
所
で
、
モ
-
1
9
A
の
言

を
籍
れ
ば
、
羅
将
人
の
精
一
柳
的
反
映
た
る
セ
ン
ト
ラ
リ
ゼ
イ
U

ヨ
y
の
理
想
音
質
現
せ
ん
ピ
し
、
そ
の
活
最
初
は

新
獲
得
地
に
向
っ
て
羅
馬
市
民
を
遺
る
こ

F
f考
へ
、
ぞ
の
誘
引
方
法
正
し
て
は
ま
E
し
て
後
備
の
軍
人
に
羅
匝
崎

市
民
正
し
て
の
資
絡
を
保
有
せ
し
め
つ
¥
新
獲
得
地
に
於
り
る
一
定
面
積
の
土
地
を
奥
て
農
業
経
替
粂
地
彊

守
備
の
(
の
。
-
s
u
o
n室
内
ロ
自
問
。
B
E
o
E
B
)
の
任
に
嘗
ら
し
め
、
的
所
謂
屯
間
的
師
団
民
の
方
訟
を
古
っ
た
の
で
ゐ

る
。
然
る
に
そ
の
後
一
吐
曾
政
策
的
見
地
よ

h
、
羅
出
町
市
民
に
土
地
を
賦
奥
し
て
救
貧

ω目
的
凶
達
成
手
段
芭
し
た

の
で
は
あ
る
が
、
叉
晩
年
に
至
っ
て
鴬
初
の
屯
図
的
制
度
に
復
蹄
し
、
屯
田
義
務
(
の
向
『
阿
佐
O
一白

ιzq)
合
課
す
る
に

至
っ
た
。
羅
出
向
り
値
民
的
特
質
は
貨
に
右

ω
の
同
誌
ω
自
己
口
々
を
課
せ
る

g
-
E
U
O
A
4
8
E
H
P
O
E
E。E
E
に
存

す
る
の
で
あ
る
d

而
て
新
る
地
的
・
人
的
事
象
を
『
コ
ロ
ユ
ア
」
ご
縛
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
夏
に
是
れ
等
の

地
方
正
同
一
の
待
遇
若
〈
は
特
権
を
奥
へ
ら
る
る
地
方
を
も
亦
此
の
名
開
酬
を
以
て
呼
ょ
に
至
hJ
、
皮
質
を
通
じ

τ

観
れ
ば
夫
の
英
吉
利
に
於
り
る
羅
出
向
的
コ
ロ
品
ア
の
九
グ
所
中
の
】
to
ロ
ι。口、

E
S
w
p
g
H
R
ロロ
no-ロ
の
如
き

e 
d 丹

LlIcas. Gre"-ter Rome and Grearer Brit:lin. p 

Egerton， Origin and Grov. th 

Oxford~ ibid.μColony'・.
2. J912 

Morris， ibid. P・127; LUCel:5， ibiu， p・3; 
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諸
地
方
が
そ
の
例
で
あ
る
。

新
〈
の
如
〈
「
コ
ロ
ニ
ア
』
は
文
字
の
指
稽
畿
運
上
よ
h
観
れ
ば
土
地
よ

h
人
へ
、
而

τ又
毛
れ
等
爾
封
象
を
指

稗
す
る
に
至
b
、
内
容
上
よ
b
観
察
せ
ば
屯
田
的
植
民
詳
言
す
れ
ば
羅
馬

ω溢
彊
守
備
(
従
つ
で
考
へ

ιる
、
本

圃
正
の
政
治
的
従
属
闘
係
)
粂
農
業
的
・
移
住
的
Z
V
ふ
が
如
き
形
式
・
賞
質
の
爾
特
質
を
有
し
、
而
も
亦
今
日
の

「
コ
ロ
-
一

1
」
の
語
源
な
り
正
調
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
然
れ
ど
も
語
源
た
る
こ
ピ
は
雨
語
の
内
容
り
同
一
た
る
'
』
芭

を
意
味
せ
A
Y
い
蓋
し
防
所
の
麓
勤
は
自

P
内
容
を
畿
一
見
せ
し
む
る
こ
ご
め
る
は
吾
人
の
屡
々
蓮
池
す
る
所
で
あ
る

か
ら
で
ゐ
る
。

阪
に
『
コ

w
z
T
」
り
内
容
比
ぴ
「
2

U

3

1

」
l
劃
す
る
聞
係
が
究
め
ら
れ
し
以
上
は
、
似
-
令
雨
訟
の
内
容
を
異

に
す
る
も
、
論
理
上
非
妥
嘗
性
を
有
せ
古
る
限
b
は
「
コ
ロ

F

一
ア
』
り
概
念
を
以
て
『
ヨ
ロ
ェ
・
l
』
り
概
念
に
移
す
も

何
等

ω支
障
は
な
い
で
ゐ
ら
う
。
ニ
れ
近
代
の
主
は
る
皐
者
が
、
形
式
・
質
質
ゆ
雨
一
蹴
念
を
以

τ
『
コ
ロ
ニ
ー
」
の

基
礎
観
念
ご
な
す
所
以
で
あ
る
。
吾
人
は
今
そ
れ
等
の
諮
問
宇
者
の
設
を
綜
合
し
、
併
せ

τ賞
際
的
事
情
に
照
臆
し

て
考
ふ
る
に
、
『
ヨ
ロ

-
7
1
』
に
於
て
は
特
定

ω国
家
が
新
に
獲
得
し
た
る
本
来
的
国
土
外
の
地
方
に
し
て
、
本
圃

若
〈
は
母
国
に
政
治
的
従
嵐
聞
係
を
有
す
る
こ
ご
を
以
ー
そ
の
形
式
的
観
念
正
な
し
、
そ
れ
等
の
地
方
に
特
定
幽

民
の
一
部
が
移
住
的
・
放
資
的
・
商
業
的
若
(
は
軍
事
的
品
目
脱
を
な
す
-
回
E
を
以

τそ
の
賞
質
的
翻
念
ピ
な
す
が
様

で
ゐ
る
一
ぜ
一
)
O

ニ
れ
蓋

L
近
時
に
在
つ
て
は
二
間
近
世
的
閤
家
思
想
の
俊
民
は
、
一
回
幽

ω新
領
土
に

L
I
そ
の
闘

に
劃
し

τ政
治
上
従
胤
関
係
に
め
る
地
方
正
、
を
の
然
ら
ざ
る
闘
M
A
は
地
方
正
を
明
確
に
匝
別
す
る
の
必
要
あ
Z

に
至
っ
た
正
同
時
に
、
各
大
陸
仁
一
旦
る
諸
地
方
の
獲
得
・
傾
有
は
母
闘
人
の
移
住
的
盛
展
の
不
通
又
は
繁
殖
の
不

第
ニ
十
五
経

=
六
五

第

樟

苑

植
民
及
び
植
民
地
の
慮
義

院

Keller， Coloni7.ation. pp. 50目 55.1908; Egerton， ì.bi~_. p. 18; LlIcas， 
ibid. pp. 2-3; 0広ford:ib-ld. -'-'Coiony ; 山本博士 ibid.pp目白 23; イ
ーレツト縞，植民制度論三松岡; 掛村耕太郎，古代英園都市概論，三回畢
官雑誌，二十番ー腕.
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5) 

6) 

• 
一

，~ .-.....智



設

苑

植
民
及
び
植
民
地
O
意
義

通
静
岡
な
る
地
方
を
昆
出
す
こ
正
、
な
る
に
至
っ
た
が
、
而
も
そ
れ
等
の
地
方
に
刻
し
て
放
資
的
後
展
を
な
す
を
得

る
ご
共
に
、
時
勢
の
進
運
は
各
困
を
し
て
、
放
資
的
・
商
業
的
・
軍
事
的
後
展
を
な
す
を
必
要
ご
せ
し
め
た
か
ら
で

傭
二
十
五
巻

占，、
穴

第

捜

ゐ
ら
う
。

困
よ
hJ
事
者
に
依
れ
ば
右
雨
観
念
中
の
一
方
的
観
念
の
み
の
上
に
定
義
を
断
母
ん
ご
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
へ

ば
ア

4
w
-
ア
ン
ド
の
如
、
ョ
は
そ
の
著
に
於
て
〉
「
祖
民
地
古
は
、
特
定
闘
の
本
来
的
国
土
外
の
土
地
に
し
て
・
多
少

5
6本
闘
の
主
催
が
行
U
る
、
地
方
を
謂
ム

z述
べ
、
形
式
的
概
念
の
み
に
よ
る
観
察
を
な
せ
る
が
如
、
昌
、
叉

i 刷

過
ぎ
な
い
。
次
に
後
訟
の
如
〈
本
闘
の
主
植
の
延
長
な
き
地
方
へ
移
住
的
後
展
を
な
す
場
合
に
、
倫
ほ
且
っ
こ
れ

を
楠
民
な
h
ご
い
へ
ば
、
そ
は
恰
も
人
の
集
闘
を
指
し
て
国
民
吉
呼
ぶ
に
均
し
い
Y
O

同
よ
ち
園
民
に
は
人
の
集
固

を
必
要
乙
す
れ
ド
己
も
、
ぞ
れ
以
外
の
岡
民
成
立
僚
件
を
且
備
す
る
を
要
す
べ
し
。
古
れ
ば
こ
の
結
よ
り
考
ふ
る
も

政
治
的
従
属
関
係
の
有
無
を
深
〈
閑
は
ぎ
る
設
は
亦
部
分
的
・
特
殊
方
面
的
の
も
の
で
あ
る
。

im之
此
の
設
に
よ

カ
ル
デ
コ
ッ
ト
が
「
他
民
ピ
は
人
民
の
一
一
閣
が
本
闘
を
去
・
9
、
本
倒
ご
政
治
的
関
係
を
有
し
、
若
〈
は
政
治
的
濁

町

立
を
な
せ
る
他
地
方
に
移
住
す
る
を
謂
ふ
」
ご
遮
寸
移
住
な
る
賞
質
的
現
象
を
主
要
観
念
ご
な
し
、
本
圃
ピ
の

政
治
的
従
風
関
係
な
る
形
式
的
制
概
念
を
腕
親
し
て
居
る
が
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
若
し
前
設
に
し
て

正
蛍
な
h
z
せ
ば
・
そ
は
恰
も
校
舎
の
み
を
指
し

τ率
稜
な
h
Z
嗣
ふ
に
均
し
い
γ

。
闘
よ
h
校
舎
は
皐
校
存
立
上

り
一
保
件
た
る
ニ
ご
通
例
な
る
も
、
校
舎
の
み
の
存
在
が
事
校
を
意
味
せ
ぎ
る
が
如
(
、
主
権
の
延
長
の
み
あ
b

て
植
民
現
象
な
き
地
方
を
植
民
地
な
h
z
呼
ぶ
こ
芭
は
校
舎
の
み
を
皐
校
な
b

Z
な
す
設
に
し
て
、
未
だ
『
コ
ロ

戸一

1
」
の
会
部
的
説
明
ご
な
ら

5
る
蛾
み
な
き
に
し
も
あ
ら
宇
で
ゐ
る
。
郎
部
分
的
・
特
殊
方
面
的
説
明
た
る
に

器ji:32E;去にil:主??:;忠告jfelj家::ofiJ37
ibid p. 1: 山本怖士， hid pP4344 1 
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-
る
時
は
、
他
国
の
土
地
へ
移
住
す
る
現
象
も
亦
楠
民
な
b

Z
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

ν。
然
る
に
後
に
も
通
ぶ
る

が
様
に
、
斯
(
の
如
き
移
住
現
象
は
、
こ
れ
を
移
民
正
し

τ考
へ
ら
る
、
ニ
芭
通
例
な
る
が
故
に
・
此
の
設
は
移

民
正
植
民
Z
を
磁
別
し
得
ざ
る
鮎
に
於

τも
亦
正
競

t
稽
し
得
な
い
。

ニ
、
，

e以
τ私
は
主
た
る
皐
者
の
態
度
Z
同
様
に
「
コ
ロ
-
一

1
」
の
基
礎
蹴
念
も
「
2

w

e

一
ア
』
吉
岡

ι〈
J

形
式
・

賞
質
の
雨
概
念
上
に
樹
立
す
る
ニ
ご
を
要
求
す
る
。
卸
も
雨
概
念
は
絶
叫
割
的
・
不
可
験
的
保
件
で
あ
り
、
植
民
及

び
植
民
地
の
定
義
も
雨
概
念
上
じ
樹
立
せ
ら
る
、
を
以

τ最
も
歪
蛍
な
る
態
度
正
信
守
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前

仁
、
先
づ
主
正
し
て
形
式
的
概
念
正
、
ま
正
し
Z
賞
質
的
概
念
の
各
内
容
に
就
て
若
干
の
考
袋
を
廻
ら
す
で
あ
ら

う
{
註
ニ
)
。

{
控
-
)

論
者
或
は
言
は
ん
。
両
業
的
政
展
口
放
費
的
磁
股
由
一
手
段
若

t
は
一
方
而
た
ら
ざ
る
か
と
o
け
れ
ど
も
帯
人
の
立
簡
前
提
は
、
告
植
民

地
内
自
鼎
的
事
情
副
制
約

Ea吋
て
曲
目
民
現
象
上
特
砕
性
監
現
は
す
ζ

と
市
な
る
杭
民
的
活
動
現
象
に
置

t
o
品
ら
ぽ
母
国
人
の
移
住
的
臨
国
民
自

平
摘
世
帯
〈
は
繁
捕
に
趨
せ
ざ
る
地
方
へ
放
費
し
て
、
本
闘
に
生
産
し
得
ぎ
る
特
殊
生
産
物
即
ち
跡
調
杭
民
地
貨
物
を
掠
枇
せ
ん
乙
と
を
目
的
と

す
る
放
費
的
皿
由
民
と
、

一
植
民
地
を
温
じ
て
柿
民
地
附
近
及
。
そ
の
奥
地
申
産
物
在
、
本
闘
又
は
他
岡
田
生
産
品
と
申
交
易
媒
介
を
な
す
を
目
的

と
す
る
商
業
的
臨
国
民
主
は
別
個
山
も
白
と
し
て
取
扱
ふ
と
と
が
遡
慌
て
あ
る
。
岡
よ
り
謝
る
副
提
を
一
肯
定
せ
ば
可
な
る
が
加
し
と
雄
、
斯

4
て
は

杭
民
政
策
樹
立
の
基
礎
を
な
す
植
民
地
由
貿
質
的
分
類
を
な
す
を
得
ず
。
大
部
分
自
皐
者
が
右
目
岡
純
溌
民
主
分
離
考
察
す
る
所
以
の
も
の
郎
理

由
な
し
と
せ
な
い
。

向
ぼ
比
蕗
に
調
ふ
=
円
。

]Oz--
と
同
額
刑
事
語
た
る
=
口
同
宮

E
s
q・
-
唱
戸
山
見
旦
E
R・
2
司
。
Z
H
M
2・・
E
叶耳『戸時

O弓・:
一
回

VE揖
塁
。
ロ
-
・

2

ロo自
E
E
R
.
等
に
就
て
は
他
日
又
詳
説
す
る
柵
曾
が
あ
ら
う
。

(
健
三
)

プミ:
七

第

貌

一ー
一

設

苑

植
民
及
び
植
民
地
白
富
義

第
二
+
五
巻

Ireland， ibid目 p.5 
Caldecott. ibid. p. g 
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蹴

宛

植
民
及
び
植
民
地
申
意
義

第
二
十
宜
容

穴
A 

第

貌

四

植
民
及
び
植
民
地
の
形
式
的
観
念

既
に
一
言
し
た
所
に
依
つ
で
も
知
h
得
ら
る
る
が
如
〈
、
此
慮
に
形
式
的
制
念
ご
い
ふ
の
は
、
特
定
の
殴
家
が

新
に
獲
得
し
た
る
本
来
的
園
土
外
の
地
方
に

Lτ
、
砕
閏
該
川
方
が
特
定
図
に
濁
し
て
政
治
上
従
属
的
閥
係
を
有
す

る
こ
ピ
を
以
て
そ
の
内
容
ピ
す
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
‘
い
特
定
的
園
家
が
獲
得
L
た
る
地
方
た
る
こ
正
、
コ
本

来
的
国
土
外
に
於
り
る
新
領
土
花
る
よ

Z
、
日
そ
の
新
領
土
一
炉
本
闘
に
劃
し

τ政
治
的
従
属
関
係
に
在
る
こ
パ
引
を

必
要
ご
す
る
の
で
ゐ
る
。

ト
先
づ
特
定
の
岡
家
が
獲
得
し
た
る
地
方
た
る
こ
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ピ
は
あ
る
国
家
が
主
健
記
な
っ
て
所

鵡
図
家
的
活
動
に
よ
り
て
獲
得
L
た
る
こ
己
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ

τ.
国
家
自
館
が
新
る
活
動
を
怨
す
田
川
闘

は
、
賞
該
閤
家
仁
一
於
り
る
食
料
・
職
業
等
に
比
較
的
意
味
を
有
す
る
人
口
過
剰
を
救
済
す
る
た
め
・
過
剰
資
本
に

劃
す
る
投
資
匝
域
を
鎖
張
す
る
た
め
、
過
剰
生
産
物
に
劃
寸
毛
・
市
場
競
張
策
の
た
め
、
そ
の
他
救
貧
・
枇
曾
的
・
政

治
的
札
機
を
救
済
す
る
た
め
等
所
踊
消
極
的
方
面
に
も
求
め
得
ぺ
〈
、
食
料
原
料
の
生
産
地
獲
得
・
幡
宮
働
数
程
の

増
進
、
特
殊
生
産
物
の
補
給
、
商
業
根
疎
地
の
建
設
、
宗
教
・
政
治
・
文
化
カ
の
伸
張
及
び
軍
事
根
措
陣
地
の
創
設
等

要
す
る
に
積
極
的
方
面
に
も
求
め
得
る
だ
ら
う
。
叉
獲
得
す
る
に
就
て
も
を
の
様
式
は
一
様
で
な
〈
、
郎
先
占
・

併
合
・
購
入
・
交
換
・
贈
奥
等
の
所
謂
確
定
的
創
設
に
よ
る
こ
ご
も
あ
る
べ
〈
、
夫
の
保
護
保
約
の
締
結
、
租
借
の

如
き
調
ふ
所
の
準
備
的
創
設
よ
h
出
俊
す
る
こ
ご
も
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
術
叉
獲
得
地
方
の
地
理
的
位
置
・
獲
得
時

期
・
獲
得
手
段
等
幾
多
考
へ
得
ら
る
る
で
は
ゐ
ら
う
が
、
新
る
原
図
的
・
方
法
的
・
時
間
的
・
場
所
的
事
項
は
、
此
場

一 品

• 
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、，

A

官
何
等
問
題
芭
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

コ
次
に
本
来
的
闘
土
外
に
於
り
る
新
領
土
た
る
ニ
ぜ
に
就

τ説
明
す
る
ο

比
の
命
題
中
問
題
た

b
得
る
も
の

は

1
本
来
的
閤
土
並
に
新
領
土
の
意
義
如
何
で
あ
る
。
此
践
に
本
来
的
図
土
正
都
す
る
は
、
特
定
岡
家
の
歴
史
的
・

枇
曾
的
じ
固
有
な
る
領
土
、
換
言
せ
ば
過
去
に
於

τも
、
現
在
に
於

τも
二
側
の
統
治
植
の
同
時
存
在
を
許
さ
ぬ

領
土
・
卸
不
可
分
的
領
土
を
指
す
の
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
特
定
闘
の
図
法
上
明
確
に
規
定
せ
ら
れ
て
居
た
か
~
若

〈
は
追
加
せ
ら
れ
た
所
で
は
何
等
問
題
の
殺
生
す
る
俄
地
は
な
い
ー
が
、
そ
の
然
ら
43
る
所
に
於
て
は
勢
ひ
右
の
沿

革
に
依
つ

τ決
定
す
る
の
外
は
な
い
。
例
ば
ゾ
W

フ
博
士
も
指
揃
L
て
居
る
が
糠
に
、
奮
亜
細
亜
露
両
亜
の
大
部

分
に
謝
し
て
は
植
民
地
さ
し
て
の
性
質
が
人
に
よ
っ

τ意
見
を
異
に
し
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
若

L
歴
史
的
・

枇
曾
的
方
面
よ
り
観
察
す
れ
ば
、
欧
羅
巴
露
両
毘
を
以

τ本
来
的
闘
土
ピ
な
す
こ
己
に
は
鴎
踏
せ
な

ν
で
ゐ
ら

う
(
陸
一
)
O

斯
〈
考
へ
来
る
ご
、
本
来
的
園
土
は
一
国
の
傾
土
主
機
の
行
は
る
る
会
領
域
を
指
す
闘
際
公
法
王
的
所

謂
領
土
若

f
は
版
圃
正
一
致
す
る
場
合
も
あ
ら
う
が
、
植
民
国
に
芭
つ
て
は
然

ι
ぎ
る
こ
正
が
常
で
あ
る
。
次
に

新
領
土
正
は
何
で
ゐ
る
か
。
そ
れ
は
特
定
岡
家
の
本
土
外
獲
得
地
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
新
制
土
己
い
ふ
は

特
定
園
民
の
闘
民
的
意
識
に
訴
へ
た
る
時
間
的
相
樹
概
念
で
あ
っ
て
、
地
率
的
新
奮
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ

芯
は
固
よ
h
で
ゐ
る
。
而

τ斯
る
地
方
は
、
或
は
枇
曾
的
に
考
ふ
れ
ば
無
位
地
た
る
こ
己
も
あ
b
二
原
住
者
(
土

着
民
)
の
居
住
せ
る
こ
己
も
あ
り
、
風
俗
・
習
慣
・
人
情
等
の
枇
曾
的
事
情
楠
紳
的
環
境
の
異
る
こ
正
も
あ
る
べ

〈
H

歴
史
的
立
場
よ
り
せ
ば
凋
立
同
家
・
椛
民
的
保
護
地
・
特
許
統
治
地
た
る
場
合
も
あ
る
べ
(
、
そ
の
他
地
理
的
・

歴
史
的
に
誼
明
せ
ら
れ
た
る
経
糖
・
肱
曾
・
政
治
的
調
値
の
異
色
こ
ご
も
あ
ら
う
が
、
ぞ
れ
等
の
諸
事
情
如
何
は
此

第
ニ
十

E
告

:百

九

自信

抗

五

施

植
民
且
び
植
民
地
白
意
義

震

特定的闘家剖生世主た ιざる場舎に於ても担E得せらるると主があるが， そι
瞳陪後越する所に香ねる 0 ・ZlInIT¥eiinann，-IC"olonialpolitik， S. 1 ; Reinsch， 
Colonial Government， p. 19. 

2) 拙課帯，健司印純民政策.~p.f; W. H. 5011'. Colonial Policies， p・4・1919
(猫文本.5.5) 
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詑

苑

第
エ
十
五
島
官

植
民
及
び
植
民
地
内
意
識

七
O 

第

楊

一占，、

の
命
題
に
何
等
の
影
響
も
奥
へ
な
い
。

三
最
後
に
本
闘
に
到
し
て
政
治
上
従
属
閥
係
を
有
す
る
こ
E
に
就
て
一
言
守
る
。
古
〈
は
羅
馬
の
『
コ
ロ
手
ア
』

の
却
益
d

比
命
題
に
合
ま
る
、
ニ
正
は
勿
論
で
あ
る
が
、
今
回
の
英
帝
閏
曾
議
に
於
け
る
決
議
中
の
一
項
‘
郎
『
各

自
治
植
民
地
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
英
帝
岡
内
に
於
げ
る
自
治
的
岡
睡
で
あ

h
、
決
し
て
一
方
が
他
方
に
従

属
す
る
も
の
に
非
守
、
開

τ相
互
的
協
力
を
な
し
て
皇
帝
に
忠
誠
を
相
官
。

E
英
帝
閣
の
一
員
正
し
て
隔
意
な
〈
共

同
す
べ
き
こ
ご
」
正
い
ふ
が
如
き
闘
係
|
|
比
喰
的
に
言
へ
ば
統
治
政
策
上
「
姉
妹
国
』
(
印
各
省
由
席
『
日

E
2
)
の
如

き
闘
係
正
な
b
た
b
ピ
は
雄
、
統
治
橋
上
よ
h'
言
へ
ば
品
開
英
有
利
の
「
娘
の
闘
」
(
叶
R
Z
2
-
r
ι
2
)
で
ゐ
る
が
如

き
場
合
も
、
質
質
的
立
場
か
ら
考
へ

τ依
然
比
の
命
題
仁
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
邸
ニ
れ
等
の
地
方
は
岡
有
の
主

楢
者
な
き
地
方
た

h
o
数
授
ゲ
プ
ナ
ー
が
者
て
『
植
民
地
H
H
自
ら
園
家
的
人
格
を
有
す
る
こ
正
な

f
、
田
平
に
本
国

の
統
治
借
じ
従
周
す
る
領
土
の
一
部
で
ゐ
る
』

Z
云
っ
た
言
も
以
上
の
加
〈
解
し
て
大
過
な
し
ピ
思
以
る
o

既
に

然
る
限
b
に
於
て
は
.
領
土
橋
作
用

ω範
凶
に
嵐
す
る
ニ
正
は
明
か
で
、
そ
の
然
ら
ざ
る
場
合
は
狭
(
は
此
の
命

題
か
ら
、
康
く
は
形
式
観
念
か
ら
排
除
せ
ら
る
、
-
』
ご
は
嘗
然
で
あ
る
。

植
民
及
び
植
民
地
の
観
念
の
成
立
に
は
新
る
閥
係
を
必
要
正
す
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
多
数
の
事
者
に
し
て
定

義
中
に
ニ
れ
を
入
品
、
ニ
正
を
忘
れ
た
る
者
が
ゐ
る
G

例
ば
前
に
引
用
し
た
力
炉
デ
コ
?
ト

ω
設
の
如
き
、
叉

『
組
民
ご
は
一
定
の
園
家
に
周
せ
し
人
民
の
)
囲
が
、
そ
の
本
闘
を
棄
て
て
、
金
〈
無
人
な
る
か
或
は
殆
ど
無
人

若
〈
は
先
直
者
を
騒
逐
し
た
る
混
同
の
b
る
地
方
に
移
住
し
、
本
闘
に
従
属
的
叉
は
獅
立
的
の
新
枇
曾
セ
建
設
す

る
を
謂
ふ
』

E
な
し
て
、
主
た
る
概
念
を
移
住
な
る
現
象
に
置
き
、
新
し
〈
建
設
せ
ら
れ
た
る
枇
曾
が
本
闘
に
艶

Kd-山本博士.ibid・旦p・53-56; 上杉博士，帝闘憲法蓮華.pp. 273-279; 
bner. a.. e¥. Q. S. 40. 
H. Websler. The Primitive Secret Societies 同 oR
1926年由英帝岡宮議，それは盤ゆ四重弾事項が決議せ bれた，制)突に越.l'る
英帝園内田闘俸の定義.(2)英園皇帝o稽観挫ii!.(3)自治領穂督同l位;， (.企)
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L
て
政
治
ム
の
従
属
関
係
「
い
あ
る
ど
な
き
正
を
敢
て
問
題
正
せ
な
い

F
1
キ
ー
の
知
き
が
之
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
以
上
述

e
へ
た
る
が
如
き
三
個
の
分
掠
命
題
を
具
備
せ
る
も
の
、
み
を
形
式
的
意
義
に
於
り
る
植

民
及
び
楓
民
地
芭
稀
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
突
放
に
於
て
通
ぶ
る
賞
質
的
概
念
り
あ
る
も
の
を
具
値
化
し
な

が
ら
も
、
右
の
三
命
題
の
何
れ
か
を
侠
如
せ
る
も
の
、
又
は
其
の
杢
部
を
依
如
せ
る
も
の
、
歪
事
ん
此
の
形
式
的

概
念
を
以

τ律
す
る
ニ

F
f得
な
h
v

も
の
が
あ
る
。
私
は
先
づ
部
分
的
繰
加
の
も
の
J

b
槻
る
こ
ピ
を
す
る
で
あ

ら'フ。然
ら
ば
ぞ
仇
等
は
一
穂
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
寸
通
例
皐
者
が
植
民
的
保
護
地
色
O
H
E
M
-
ω
-
V
G同
R
百
日
常
)
ピ

稽
す
る
も
の
ご
、
所
調
租
借
地

{
F
O
B
a
p
E
H
o
q
)
Z
、
岡
際
聯
盟
規
約
第
二
十
二
僚
の
規
定
に
依
り
始
め
て

成
立
し
た
る
委
任
統
治
地
(
冨
自
e
Z
4
2
H
E弓
)
及
び
従
来
事
質
上
多
〈
存
し
、
而
も
皐
者
に
依

b
t明
確
な

る
地
位
決
定
を
錦
き
れ
な
か
っ
た
特
許
統
治
地
の
四
者
が
之
で
あ
る
!
。

的
植
民
的
保
護
地
。
理
解
の
便
宜
上
一
廓
廉
〈
植
民
政
策
上
よ
り
す
る
保
護
地
聞
係
に
就
て
説
明
を
費
す
で
あ

ら
刊
。
元
来
一
保
護
聞
係
は
次
の
四
の
場
合
に
生
?
。
。
郎
、
川
完
全
に
主
楢
を
有
す
る
も
諸
積
一
の
事
情
よ
b
調
立

維
持
上
に
困
難
あ
る
甲
固
に
謝
し
て
、
闘
際
園
健
の
一
員
た
る
乙
闘
が
、
甲
閣
の
統
治
構
を
害
せ
守
し
て
之
を

擁
護
す
る
も
の
で
、
換
言
す
れ
ば
乙
園
よ
b
の
保
護
を
受
(
る
場
合
吉
、
収
甲
園
が
統
治
権

ee自
ら
有
す
る
も
、

之
が
行
使
能
力
に
紋
〈
が
た
め
乙
闘
が
代
っ
て
そ
の
統
治
構
の
一
部
(
殊
に
外
交
・
内
政
・
軍
事
の
全
部
若
〈
は
そ
'

の
主
要
部
)
を
行
使
す
る
も
の
吉
、
一
川
一
甲
闘
の
統
治
権
は
乙
闘
が
事
賃
上
全
然
掌
握
せ
畠
・
も
、
政
略
上
甲
困
の
主

権
者
帽
を

L
て
そ
の
虚
位
を
擁

t
Lも
の
正
、
同
国
際
法
上
何
れ
の
岡
山
系
に
も
属
す
る
こ
Z
な
き
地
方
じ
劉

毘

苑

植
民
及
び
植
民
地
由
意
識

俸
二
十
五
巷

七

傍

観

七

圏内閣係に就ての香貝智設置，や)樹件関係等がそ自主なるも D であらう。

Katincr; a. -a. O. S. IZ. 

酷主主t謹抗日程内書出品書J;trDe戸 山nc，品 P胤 I匂

Egerton. ibid. pp. 3-5 

• 
'訓'

• ~ 4'"・.. 



詑

苑

植
民
及
び
値
尽
地
由
意
識

第
二
十
五
魯

七

第

揖

一一
λ

し
、
あ
る
周
が
保
護
の
名

ω下
に
之
を
自
国
の
統
治
構
の
及
ぶ
範
囲
ご
す
る
場
合
ピ
が
こ
れ
で
ゐ
る
叩
け
は
そ
の

領
土
が
被
保
護
園
の
領
土
で
め
h
、
そ
の
上
統
治
機
は
迭
も
失
っ
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
放
に
、
寄
人
削
形
式
的

概
念
の
み
武
器
刷
係
外
に
在
る
部
類
に
周
す
る
の
で
あ
る
o

然
る
に
川
の
場
合
は
乙
闘
が
統
治
離
の
一
部
を
印
岡
仁

代
っ
て
行
使
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
範
闘
に
於
て
乙
図
に
封
し
て
統
治
権
上
従
風
閥
係
に
在
る
こ
ご
は

明
か
で
は
め
品
が
、
香
川
乙
闘
の
獲
得
し
た
る
新
鋭
土
で
は
な
い
。
川
の
場
合
は
、
甲
闘
の
主
一
職
者
は
由
躍
を
擁

L
、
そ
の
統
治
権
は
事
質
上
全
然
乙
困
に
一
服
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
も
政
治
的
従
凪
関
係
に
立
つ

-hz

は
明
か
で
め
る
も
の
、
、
そ
の
こ
己
が
直
に
乙
岡
の
獲
得
し
た
る
主
磯
者
な
き
新
領
土
ご
同
一
た
る
こ
ご
を
意
味

せ
な
い
。
仮
令
そ
れ
は
近
似
性
を
併
す
る
ご
す
る
も
、
同
一
性
を
有
せ
な
レ
。
山
の
場
合
は
・
質
質
上
は
殆
y
ゐ

る
闘
の
統
治
権
が
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
故
に
、
政
治
的
従
属
関
係
仁
在
る
こ
Z
は
岡
よ
り
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
保
護
関
係
の
設
定
そ
れ
白
健
が
直
に
楠
民
地
吉
岡
一
正
な
b
た
る
こ
ど
を
意
味

L
な

ν
。

上
述
の
保
護
関
係
中
の
後
の
三
者
は
、
程
度
に
於
て
差
こ
そ
ゐ
れ
、
政
治
上
に
於

τは
皆
同
知
型
的
の
地
位
に

あ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
れ
等
は
一
帯
質
上
若
(
は
形
式
上
主
楳
者
又
は
権
力
者
ゐ
る
が
上
に
、
加
議
闘
の
領
土
な
ら

古
る
が
故
に
、
之
全
国
有
の
主
椛
者
又
は
繍
力
者
の
全
然
存
せ
ざ
る
新
領
土
ピ
同
様
に
取
扱
ム
こ
ご
は
出
来
な

い
。
通
例
此
等
り
三
者
世
植
民
及
び
植
民
地
に
準
守
る
も
の
正
せ
ら
晶
、
一
理
由
は
這
般
の
こ
ご
に
存
す
る
の
で

ゐ
る
o

何
人
比
等
の
も
山
り
が
純
民
的
保
謎
地
色
o
z
p
庄
司
E
E
B
E
R
)
己
稀
せ
ら
る
、
は
蓋
し
歴
史
的
胸
係
h
p

ら
で

あ
ら
う
。

山
山
租
借
地
。
二
れ
は
僚
約
に
よ
っ
て
他
国
の
傾
土
の
一
部
分
を
一
定
期
胤
借
受
け
、
喝
を
の
租
借
期
間
中
は
租
貸

山本博土 ibld.pp， ~9-63; Heinsch. Colonial gO¥lemn官 nt.p. 112 
!!l;史山散ふる所に操れ(tJ:rr日の加を性質量有する地方・は時1j[J的抱品目中に植
i止地となるととが油判である。斡凶が制鮮なる名都に代り惇越闘が， 相民地
主trlJ しが加舎は蓋適例ぜあ ι ヮ。~.. K?bne.~， a: a. O. ~;. 12-13; 山本博
士 ibid.tp. S-9-67-:-~ ~r 主Ut~u:. 凶際企?ム国義. pp-9<)-96 
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園
の
統
治
権
又
は
第
三
国
の
統
治
権
の
作
用
の
及
ぶ
範
囲
ご
は
な
ら
な
い
が
、
而
も
向
領
土
楢
は
租
貸
困
に
あ

る
。
郎
租
借
闘
か
ら
見
れ
ば
領
土
機
作
用
の
伶
は
な
い
統
治
構
を
有
し
て
居
る
こ
吉
、
な
る
。
従
て
斯
の
知
き
も

の
は
遁
賞
に
五
百
人
の
所
論
形
式
的
観
念
を
備
へ
た
る
も
の
正
し
て
考
ふ
る
こ
ピ
は
出
来
な
い
。
き
れ
ば
そ
の
勅
に

於
て
新
領
土
ピ
同
様
に
取
扱
ム
こ
己
は
許
さ
れ
な
い
が
、
唯
新
領
土
に
準
守
る
も
の
正
し
て
解
す
る
こ
E
は
出
来

る
。
此
意
味
か
ら
す
れ
ば
我
閣
の
租
借
地
闘
沫
州
を
以
て
領
土
の
割
譲
の
一
種
な
b
E
見
倣
す
賂
川
新
博
士
の
如

世
話
は
少
(
己
も
皐
理
上
甚

r面
白
く
な
い
。

叶
委
任
統
泊
地
。
抑
も
こ
れ
は
、
「
今
次

ω戦
母
、
(
一
九
一
四
年
|
一
入
年
の
世
界
大
戦
)
の
結
川
端
、
従
前
支
配

L
U
U
る
闘
の
統
治
を
離
れ
た
る
植
民
地
及
び
領
土
に
し
て
・
近
代
世
界
の
激
甚
な
る
生
存
競
争
炊
践
の
下
に
未
だ

自
立
し
得
ぎ
る
決
民
の
居
住
す
る
も
の
に
劃
し
て
は
、
該
人
民
の
繭
一
肱
M
A
ぴ
後
逮
を
計
る
は
、
文
明
の
紳
聖
な
る

使
命
な
る
こ
む
ご
い
ふ
主
義
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
斯
様
な
「
人
民
に
劃
す
る
後
見
の
任
務
一
伊
也
、
先
進
国
に
し

て
資
源
・
経
験
叉
は
地
理
的
位
註
に
よ
h
、
最
も
此
の
責
任
を
引
受
〈
る
に
遁
J
U
、
且
之
を
受
諾
す
る
も
の
に
委

任
し
、
之
を
し
て
嚇
躍
に
代
ち
受
任
岡
正
し
て
右
後
見
の
任
務
を
行
は
し
む
る
山
の
制
度
で
あ
っ
て
、
委
任
の
性

質
上
諸
械
の
事
怖
が
ら
差
異
を
設
り
、
「
従
前
土
耳
古
帝
国
に
鳳
し
た
る
あ
る
部
風
は
、
凋
立
園
正
し
て
般
承
認

を
受
り
得
る
畿
漣

ω叩
程
度
に
達
し
た
』
る
も
『
そ
の
自
立
し
得
る
時
期
に
至
る
迄
、
施
政
上
受
任
閣
の
助
言
及
び
援

助
を
受
〈
べ
き
も
の
〕
卸
商
ふ
所
の
A
式
委
任
統
治
正
、
調
理
笛
領
中
受
任
闘
が
聯
凶
よ

h
委
任
さ
れ
た
る
範
囲

め

内
に
於
て
「
そ
の
地
域
ル
施
政
の
責
に
任
中
'
ぺ
き
も
の
い
目
、
郎
受
任
闘
の
統
治
帥
惜
の
制
限
的
行
艇
を
認

hwる
B
式
委

任
統
治
正
諸
種
の
事
情
げ
よ
h
「
受
任
閥
領
土

ω
構
成
部
分
ご
し
て
、
そ
の
閥
法
の
下
に
施
政
を
行
ふ
]
も
の
、
即

説

宛

植
民
及
び
植
民
地
由
意
識

第
二
十
五
巻

七

第

貌

九

11) 雌川博士，商揃明lr-:於ける帝岡山利雌Ipp_ 40-56;山本博士，制借地主世由
謬諭を摘みτ，升定時報)8嘗3脱.

12) 千相l陣約1'-伝説記官.p・13-(醐際聯盟規的"陣事Z項 }
13) "1 ょ I同 J:22峠停2項)
14) 人民主主i事。程度，観主由地理的地位，組問Uk蔵，その他掴々白事情
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説

苑

植
民
及
び
楠
民
地
の
意
議

第
二
十
五
巻

七
回

第

焼

O 

← ← 一 一

受
任
園
内
統
治
権
の
総
括
的
行
使
を
認
む
る
C
式
委
任
統
治
ご
の
三
者
が
あ
る
。
右
の
中
A
式
委
任
統
治
に
就
て

は
ニ
様
の
見
解
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
偲
A
T
濁
立
の
般
承
認
を
受
け
得
る
程
度
な
れ
H
E
も
‘
求
ザ
ド
自
立
し
得
よ

る
が
故
に
、
一
般
施
政
上
受
任
閣
の
助
言
及
び
援
助
を
受
〈
吋
き
も
の
ご
せ
ら
る
、
を
以
て
、
保
護
閥
係
ふ
は
法

理
を
回
調
に
す
札
ど
も
、
少
〈
古
も
行
政
に
闘
す
る
限
h
は
前
記
被
保
護
国
け
の
湯
合
に
瀬
似
し
而
も
湖
立
の
四
脱
皮

が
い
の
場
命
よ

h
b低
生
地
位
。
ぞ
有
す
る
も
の
な
川
正
の
設
が
そ
の
一
で
あ
り
叫
斯
る
地
方
ピ
離
、
自

ι獅
立
闘

芭
し

τ主
檎
を
有
し
、
受
任
闘
は
唯
そ
の
主
権
の
行
使
上
助
言
及
び
援
助
を
奥
ふ
る
に
過
ぎ
宇
、
従
つ

τ法
瑚
的

に
は
全
然
異
る
も
、
比
較
上
は
恰
も
前
記
被
保
護
闘
イ
の
も
の
に
類
す
ご
な
す
設
そ
の
ニ
で
あ
る
叫
岡
説
古
も
濁

立
維
持
的
困
難
な
る
こ

Z
に
は
一
致
し

τ居
る
。
併
し
な
が
ら
政
治
的
地
位
如
何
が
問
題
ご
な
っ
て
居
る
様
に
見

受
け
ら
品
。
然
る
蕗
、
私
は
失
の
如
き
理
由
か
ら
前
訟
を
断
然
否
定

L
、
後
設
を
是
認
し
た
い
。
明
か
に
断
っ
て

居
る
が
如
〈
、
此
の
問
題
は
法
理
的
見
地
か
ら
言
ふ
の
で
は
な
〈
、
政
治
的
地
位
上
か
ら
で
あ
る
。
き
て
斯
る
意

味

W
Pり
す
れ
ば
前
記
一
い
い
の
雨
被
保
諮
問
は
、
そ
の
政
治
的
婚
家
に
劃
し
て
何
等
の
謙
測
も
許
苫
れ
な
い
o
否
寧

ろ
い
の
場
合
の
如
き
は
椛
民
的
保
護
地
吉
造
調
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
A
式
委
任
統
治
は
明
か
に
勝
来

獅
立
図
た
る
こ

F
r前
提
言
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
ら
ば
前
記
ロ
の
被
保
誰
闘
よ
り
低
き
地
位
を
有
す
る
も
の
な
b

zな
す
ニ
ピ
は
何
れ
に
論
捕
酬
が
あ
る
の
か
甚
に
怪
ま
F
る
を
得
な
い
1
0

加
之
、
同
等
の
地
位
を
有
す
正
す
る
こ
古

も
失
嘗
で
あ
る
o

蓋
し
政
治
的
帰
来
に
於
て
凋
立
保
鐙

t
濁
立
承
認
を
受
け

F
る
も
の
吉
で
あ
る
が
放
で
あ
る
。

従
つ

τ結
局
被
保
諸
国
u
の
も
の
よ
・
り
も
上
位
に
在
h
正
解
す
る
こ
ピ
ピ
な
る
の
で
ゐ
る
が
、
を
の
こ
ど
は
直
に

被
保
諮
囲
い
の
場
合
正
同
等
の
地
位
を
有
す
る
も
の
ご
し
て
取
扱
ふ
こ

Z
の
論
擁
ご
な
す
こ
芭
は
出
来
な
い
。
是

平和i際的並に議瓦昔(園際嚇盟規約梓22蹄歯科4明}
同 主{同上 n-~22降事5項)
人口の稀滞、面積の桝，)、，文明。中心より越金 ζ と.，，"は，j!任闘領i と隣接せ
る乙とffi，'l::Il.>仙白>ji情。
平和l陣約並に議定書(岡際聯盟規約第四蹄第6調)
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に
於

τか
、
『
助
言
及
び
援
助
』
を
受
(
る
ご
い
ふ
こ
正
が
問
題
解
決
上
必
要
吉
な
っ
て
来
る
。
而
て
『
助
言
及
び

援
助
」
を
受
〈
る
必
要
ゐ
る
は
、
濁
立
維
持

ω困
難
な
る
が
押
内
的
で
あ
る
。
然
ら
ば
政
治
的
地
位
に
於
て
は
そ
の

獅
立
維
持
金
な
す
闘
よ
;
下
位
に
号
、
前
記
被
保
護
国

mz同
等

l
真

に

署

長

へ

ば

括

的

地

位

若

〈
は
同
列
的
地
位
に
あ
る
こ
己
、
な
る
。
斯
る
意
味
か
ら
し
て
後
設
は
確
に
正
嘗
で
あ
る
。
然
ら
ば
A
式
委
任
統

治
は
被
保
護
岡
村
吉
同
様
に
寄
人
の
形
式
的
概
念
に
嚇
到
し
て
杢
然
無
関
係
な
る
地
位
に
あ
る
も
の
Z
し
て
取
扱
は

る
、
の
で
あ
る
。
次
に
B
式
及
び
C
式
委
伺
統
治
で
あ
る
が
、
此
等
の
間
者
は
闘
際
聯
則
規
約
上
、
統
治
機
行
使

上
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
由
来
此
等
の
も
の
は
濁
泡
醤
楠
民
地
仁
劃
す
る
規
約
で
あ
っ
〈
パ
『
濁
越
は
そ
の
海
外

揃
民
地
に
闘
す
る
一
切
の
樺
利
義
務
及
び
権
原
を
主
た
る
同
脱
岡
及
び
聯
合
岡
山
矯
に
鋤
来
』
し
セ
る
も
の
で
あ

る
が
故
に
、
俄
A
ザ

C
式
の
如
く
受
任
闘
の
領
土
の
構
成
部
分

Z
L
て
、
そ
の
同
法
の
下
仁
施
政
を
行
ふ
こ
z
e
T
認

め

ιる
、
も
、
今
引
用
し
た
規
約
一
り
い
O

か
ら
考
へ
て
も
・
そ
の
こ
己
が
直
に
受
任
闘
の
領
土
た
る
こ
芯
を
意
味
す

る
も
の

t
解
す
る
こ
正
は
由
来
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
等
の
雨
委
任
統
治
地
は
共
に
吾
人
の
形
式
的
観
念
に
於

τ部

分
的
飲
如
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
毛
が
、
真
に
数
ケ
園
の
協
力
に
基
き
た
る
敷
ケ
園
の
領
土
で
あ
る
の
意
味
か
ら

し
て
も
、
之
等
の
二
者
を
形
式
的
観
念
内
容
セ
具
備
せ
る
も
の
芭
同
様
に
取
扱
ム
こ
ご
は
出
来
な
い
。
斯
る
二
様

の
意
味
か
ら
植
民
及
び
植
民
地
に
準
宇
る
も
の
芭
す
る
の
で
あ
る
。

町
特
許
統
治
地
。
之
は
返
肢
に
於
け
る
植
民
的
活
動
の
嘗
初
に
於
て
多
〈
見
ら
れ
た
こ
古
で
、
私
人
若
〈
は
私

設
町
駅
枇
が
、
特
定
の
岡
家
の
特
許
を
受
り
て
本
来
的
闘
土
外
に
於

τ統
治
を
な
す
地
方
で
、
此
稲
の
も
の
は
図
家

最
高
権
の
委
任
を
受
〈
る
こ
ご
は
固
よ
り
で
あ
っ
て
、
夫
の
和
蘭
束
印
度
曾
祉
の
如
〈
、
甚
H
a
H

康
大
な
る
特
様
を

誌

植
民
及
び
植
民
地
目
憲
議

第
ニ
十
五
経

七
E 

第

樟

苑

例~ぽ矢内原教授の設の蜘 L、植民且杭民政策 pp.22-23. 
例へば山本博士由設の加 L，ibid. pp. 277-279・

平和鱗約並に議近寄 p・65(揃進航民J也 lJyf則

日
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植
民
及
び
植
岡
崎
地
由
意
議

行
…
惜
し
得
た
る
も

ω
ゐ
れ
ど
も
プ
仏
政
治
的
地
位
に
於

τは
特
定
の
国
家
自
身
が
統
治
せ
る
夫
の
植
民
的
保
護

地
・
委
任
統
治
地
(
A
式
は
之
を
除
〈
〕
・
和
借
地
主
b
も
下
位
に
在
る
も
の
ご
考
ふ
る
が
故
に
、
仮
A
T
最
高
権
の
委

任
あ
り
ご
す
る
も
、
国
家
自
身
の
領
有
地
さ
同
等
に
取
扱
ム
こ
ご
な
(
、
事
ゐ
前
越
の
三
聞
の
も
の
さ
殆

y
向
列

に
龍
言
、
植
民
及
び
植
民
地
に
準
守
る
も
の
ご
す
る
方
が
、
形
式
的
凱
念
を
認
h
U
る
者
の
立
場
ピ
し
て
穣
営
な
h

ご
信
守
る
次
第
で
ゐ
る
o

従
来
新
る
読
を
柏
崎
す
も
の
殆
ど
存
せ
ざ
り
し
が
故
に
、
之
に
謝
し
て
は
異
論
も
出
て
来

る
で
は
あ
ら
う
が
、
私
は
庭
前
に
於
て
説
明
し
た
理
由
密
主

Z
L
、
そ
の
上
限
史
的
判
定
か
ら
敢
て
此
の
訟
を
な

誼

苑

す
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
五
番

七
六

第

披

一一

之
を
要
す
る
に
、
以
上
述
べ
た
る
所
に
よ
っ
て
、
吾
人

ω形
式
的
観
念
に
部
分
的
快
如
せ
る
椛
民
的
保
護
地
・

租
借
地
・
委
任
統
治
地
・
特
許
統
治
地
に
就
て
梓
過
し
、
而
も
そ
れ
等
の
総
て
は
程
度
に
於
て
芝
-
』
そ
あ
れ
、
五
円
人

の
観
念
に
部
分
的
侠
如
せ
る
み
故
金
以
て
是
等
を
柿
民
及
び
植
民
地
に
準
中
る
も
の
ざ
し
て
取
扱
ふ
の
で
あ
る
。

術
此
の
外
に
事
者
が
多
〈
取
扱
ム
所
調
勢
力
範
闘
す
〈
は
利
街
範
囲
(
回
目
r
q
o
。
ご

n
P
E
R
m
-市
古
O
片

岡

E
2
2と

な
る
も
の
が
存
す
る
が
、
是
等
は
形
式
的
観
念
中
に
入
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
。
蓋

L
ぞ
れ
等
は
形
式
御
念
の
全

部
若
く
は
部
分
的
成
立
的
前
提
悦
る
こ
ピ
あ
り
ご
す
る
も
、
そ
の
こ
ご
は
直
に
そ
の
科
度
に
於
付
る
成
立
を
意
味

す
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

-
突
に
全
部
的
快
如
、
否
寧
ろ
新
る
観
念
を
以
て
律
す
る
こ
t
e
V
』得
r
d
る
も
の
、
、
中
特
に
著
し
き
も
の
、
一
一
一
を

槻
る
で
あ
ら
う
。
き
て
併
に
述
べ
た
が
如
(
保
纏
閥
係
の
存
在
す
る
前
記
川
一

ω
場
合
、
及
一
ぴ
A
式
委
任
統
治
が
こ

れ
に
属
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
等
に
就
て
は
説
明
の
重
麹
を
避
〈
る
た
め
、
此
所
に
は
再
び
賛
せ
な
い
。
さ

一一一一一…

Kel!er. Colonization. pp. 393-394. Ico8 
第種即，前記(ィ)は除〈 ζ とは勿論なり。
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m
 

り
な
が
ら
植
民
ご
往
々
に
し
て
混
同
せ
ら
晶
、
催
ゐ
る
移
民
に
就

τは
是
非
古
も
一
言
す
る
の
要
が
ゐ
る
。

町

民
ご
移
民
正
の
本
質
的
凶
別
を
否
定
す
る
」
ご
い
ふ
が
如
き
論
者
に
は
、
私
の
今
問
題
己
す
る
こ
ご
は
何
等
問
題

た
り
得
な
い
で
は
あ
ら
う
が
、
そ
の
論
の
妥
嘗
性
仁
依
り
て
居

τ非
な
る
こ
ご
は
慨
に
一
言
せ
る
所
で
め
h
叉
後

述
す
る
所
仁
委
ね
る
。
古
て
移
民
(
註
ニ
)
は
次
枕
仁
於
て
越
ぷ
る
寅
質
的
概
念
の
具
惜
化
ゐ
λ

ソ
ご
す
る
も
♂
吾
人

の
形
式
的
観
念
を
以
て
律
す
る
こ
正
を
得
ざ
る
も
の
た
る
勅
に
於
工
杭
民
己
根
本
的
に
差
異
づ
け
ら
る
、
の
で
ゐ

る
。
然
る
に
従
来
的
事
者
に
し
て
佐
々
此
の
重
要
な
る
駄
を
看
過
せ
る
も
の
が
め
る
。
例
ば
前
述
内

Y
1
ヰ
λ

の

如
き
が
こ
れ
で
あ
る
が
市
若
し
比
の
設
に

L
て
正
賞
な
h
正
せ
ば
、
嘗
て
は
英
吉
刺
の
純
民
地
で
今
H
は
湖
立
せ

る
彼
の
合
来
閣
の
如
き
も
偽
英
古
利

ω植
民
地
な
h
t
謂
は
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
ニ
己
、
な
る
。
彼
は
自
ら
も
そ
の

こ
E
を
考
へ
た
ご
見
え

τ‘
そ
の
答
に
日
〈
「
然
る
が
故
に
厳
格
に
解
蝿
押
す
れ
ば
、
合
衆
闘
は
向
は
英
吉
利
の
植

民
地
で
あ
る
』
己
。
不
通
の
説
賊
も
亦
此
所
に
至
っ
て
極
主
れ
り
で
ゐ
る
。
而
も
亦
唱
曜
の
説
締
を
「
敢

τ不
賞
で

岨

a
d

な
い
』

Z
し
て
居
る
皐
者
も
ゐ
る
こ
己
を
添
へ
て
置
〈
。
以
上
の
外
に
楠
民
己
移
民
ご
の
閉
じ
は
分
っ
こ
さ
を
得

る
幾
多
一
の
差
異
が
ゐ
る
。
新
領
土
的
見
地
・
統
治
椛
的
見
地
・
関
内
的
・
閥
際
的
見
地
・
帰
史
的
見
地
・
枇
合
的
経
済

的
鬼
地
等
ニ
れ
で
ゐ
る
が
、
私
は
今
此
蕗
に
は
問
題
ご
は
し
な
い
。
唯
斯
様
に
植
民
E
は
同
時
つ

τ居
る
秘
民
も
植

民
の
形
式
的
御
念
に
接
返
す
る
こ
ご
も
乱
れ
ば
、
叉
航
民
も
そ
の
制
約
か
ら
脆
し
て
移
民
正
な
る
場
合
の
あ
る
ニ

ご
を
一
言
す
る
に
止
め

τ置
か
う
o

Z
れ
ば
移
民
・
梢
民
の
形
式
的
概
念
は
共
に
畿
展
的
意
義
に
於
け
る
時
間
的

概
念
を
包
容
し
な
い
の
で
あ
っ
て
・
出
骨

τぜ
1
・ピ

1
・
セ
イ
が
「
植
民
地
が
母
岡
政
府
の
構
成
よ
り
脱
す
る
時
は

植
民
地
な
る
名
緯
を
失
っ
て
拘
立
国
ぜ
な
る
」
ご
い
っ
て
居
る
が
・
濁
立
図
Z
な
る
や
否
や
は
金
然
別
問
題
た
り

設

苑

部
二
十
王
杏

第

唱晶

一
一

植
民
及
び
植
民
地
由
意
義

七
七

-可

申直

"民族移動川があるが，民植地内
h

'
す
'

て
と

し
と

具
、
己

D

b

 

も
ぷ

3
田

昌
越
の
伊
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す
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m
o
u
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九
・
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詑

宛

植
民
及
び
紘
民
地
由
意
義

第
二
+
五
巻

七

^ 

第

班

回

Z
す
る
も
、
向
母
国
政
府

ω構
成
4
b
股
す
る
二

Z
1
1印
畿
日
肱
的
意
義
の
時
間
的
観
念
が
包
容
古
る
、
時
に

は
・
そ
の
闘

ω植
民
地
な
る
名
裕
を
失
ム
ニ
ご
は
事
貨
で
あ
る
逗
コ
一
)
O

(
位
三
本
土
を
置
法
よ
紘
一
ιせ
る
凶
あ
り
。
一
九
て
三
年
宜
布
巾
躍
民
闘
憲
法
約
法
)
第
三
時
に
『
巾
晴
民
凶
々
士
依
ニ
北
岡
官
官
之
悩
域
一
』
又
品

四
百
憲
法
第
四
十
一
-
一
陣
に
は
『
聯
邦
内
本
土
は
衣
由
如
し
』
ξ

L
て
地
名
刑
事
す
@

(佐一巴

元
車
移
川
叫
に
訟
叫
す
る
託
業

ι日
向
日
戸
田

E
Z
Oロ
k
H
E
E
a
z
c
o
p
と
の
一
一
つ
が
あ
る
。
前
者
は
往
的
捗
民
・
山
移
民
・
波
訂
移
民
と
、

後
者
旧
端
的
移
民
・
人
移
民
・
雄
高
移
民
と
耕
せ
ら
る
。
英
・
仰
・
制
・
伊
・
日
唱
の
椅
醐
民
が
移
民
吸
収
固
た
る
米
闘
に
趣
〈
位
同
ヨ
出
2
2
0
ロ
て
あ

り
、
そ
の
移
住
者
は
肘
4
2
同
氏
自
毘
ピ
あ
る
。
そ
れ
等
の
移
住
者
出
合
衆
聞
に
入
る
は
同

E
E肩
E
E。
日
て
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
円

E
町四日

z
u

H
E
-
-司
同
国
内
と
な
る
。
従

τ合
衆
凶
に
於
て
生
ず
る
こ
と
世
な
る
問
題
は

H
E目
指
司
2
0戸
司

E
E
O
E
Z
あ
り
、
移
民
を
怠
る
園
山
問
題
は

何
回
出

Hq邑
百
ロ
】

M
S
E巾
E
ず
あ
る
。
聾
す
る
に
場
所
的
(
主
と
し
て
闘
拡
的
)
翻
怠
に
基
〈
差
異
て
あ
る
。

、
、
、
‘
.

(
陸
一
ユ
)
遅
世
由
植
民
的
前
曲
。
首
相
に
於

τ月
ら
れ
た
が
知
書
純
綿
た
る
私
人
其
日
私
設
官
枇
山
市
醐
は
砂
氏
を
以
て
律
1
る
が
畳
官
で
あ
る
e

情
移
民
が
机
民
由
形
式
的
観
念
に
接
近
し
、
植
民
ξ
な
っ
た
例
と
し
て
は
~
故
持
地
六
三
郎
氏
阻
『
日
本
航
民
地
組
蹄
踊
』
(
=
一
百
円
)
に
於
て
、
印
度

目
於
け
る
英
国
自
植
民
地
瓜
睦
に
於
吋
る
利
闘
の
航
民
地
を
山
市
げ
、
又
同
氏
著
『
嘉
昭
植
民
政
策
』
(
凹
七
回
目
)
に
も
同
様
の
志
叫
が
書
か
れ
て
居

接る
。
右
主
反
到
に
植
民
が
形
式
加
愈
自
制
約
か
ら
舵
し
て
、
移
民
と
な
る
場
合
も
あ
ら
う
。
植
民
地
が
樹
立
闘
家
去
な
づ
た
場
合
及
び
即
圃
の
机

炉
本

民
地
が

Z
闘
の
粧
民
地
と
な
っ
た
掲
合
併
之
て
あ
る
。
匝
に
杭
民
地
が
本
高
的
闘
土
と
た
る
場
合
が
あ
る
。
我
岡
山
琉
球
に
於
け
る
刷
輔
副
乙
れ

で
あ
る
。

←一一一一一目

斯
〈
の
如
〈
私
は
飽
ま
で
形
式
的
概
念
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
概
念
を
意
識
し
な
が
ら
、
-
資
質
的
概

念
を
捕
捉
す
る
こ
ど
に
余
り
に
急
に
し
て
、
名
残
り
を
惜
み
つ
、
看
過
し
、
「
椀
民
は
枇
曾
群
(
?
)
の
活
動
現
象

で
め
る
。
之
は
凶
畑
氏
な
乙
概
念
を
岡
家
的
及
び
闘
民
的
の
制
約
よ
O
解
放
す
る

ζ
E
を
意
味
す
る
』

E
な
す
矢
内

原
教
授
の
設
を
願
る
こ
吉
、
す
る
。
き
て
此
設
に
就
て
は
東
京
帝
国
大
卒
大
内
教
授
が
、
極
め
て
一
般
的
に
批
評

噌井幸雄部ゼ向ピーセイ経商事 p.4g6(原辛口JjJf離せf)
Kobn町， a. a. O. S. 7 

Kobner， a目 a.O. S. 7・8

矢内原敬授. ibid. p. 3 (引用文'1'の “ '1..は私が附した)
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せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
四
私
が
よ
h
立
も
入
っ
て
一
言

ιτ
置
き
た
い
こ

Z
は
、
矢
内
原
教
授
は
園
籍
は
欧
洲
諸

岡
家
に
崩
す
る
も
、
尚
一
民
族
的
郷
土
を
回
復
セ
ん
が
た
め
に
、
そ
れ
等
の
諸
幽
か
ら
a
p
v
λ

チ
ナ
に
蹄
来
す
川
一
猶

太
人
の
所
調
V

オ
ン
運
動
、

(
N
U
忌
日
)
及
び
我
国
己
政
治
的
従
属
関
係
を
有
す
る
朝
鮮
に
於
り
る
日
本
人
の
移

住
的
活
動
己
、
朝
鮮
接
壊
地
帯
た
る
満
洲
に
於
り
る
そ
れ
正
・
布
睦
じ
於
り
る
そ
れ
等
己
の
聞
に
何
等
枇
曾
的
貢

質
上
の
磁
別
を
認
り
る
こ
ご
が
出
来
な
い
V
Z
V
ふ
が
如
き
一
ニ
の
例
仁
就
て
聞
宇
閥
的
良
心
か
ら
栃
め

τ真
面
H
仁

の

心
配
せ
ら
れ
町
縛
に
形
式
的
観
念
を
放
来
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
私
仁
は
そ
れ
が
解
廿
な

ν
的
で
あ
る
o

私
は
一
つ

に
斯
る
説
を
否
定
し
、
一
一
に
右
の
如
き
複
雑
性
ゐ
る
問
題
に
劃
す
る
自
己
の
立
場
を
明
か
に
す
る
が
た
め
煩
を
厭

は
中
岡
敬
授
の
設
を
吟
味
す
る
で
の
ら
う
。

抑
も
猶
太
人
の
V

オ
ン
蓮
勤
は
本
来
的
に
は
吾
人
の
形
式
的
概
念
か
ら
除
外
せ
ら
品
。
従
て
楠
民
で
な
い
ζ

t

は
寧
ろ
嘗
然
過
ぎ
る
程
の
常
然
で
あ
る
。
猶
太
人
は
数
授
自
ら
も
指
摘
し
て
居
ら
る
、
が
如
〈
、
そ
の
「
闘
緒
は

欧
洲
諸
国
家
に
分
風
」
L
て
居
る
o
き
れ
ば

u
v
ャ

-
F
1
7
-一
ア
・
獅
逸
等
の
猶
太
系
側
民
で
あ
る
O
而
し
て
そ
れ

。。

等

ω岡
民
が
、
各
所
風
闘
の
主
権
の
行
は
れ

F
る
パ
V

ス
チ
ナ
に
移
住
す
る
の
は
明
か
に
前
越
の
移
民
で
あ
る
。

移
民
が
植
民
の
形
式
的
制
念
仁
常
一
ー
は
tu
色
な
い
こ
E
は
寧
ん
嘗
品
開
で
あ
る
。
朗
申
校
が
工
場
で
な
い
ご
同
様
で
あ

る
o
然
る
に
此
の
嘗
然
性
あ
る
事
賞
現
象
に
不
思
議
に
も
囚
は
れ
て
、
植
民
の
形
式
的
翻
念
を
棄
う
る
一
理
由
吉

せ
ら
れ
た
こ
正
は
甚
に
失
嘗
て
ゐ
る
己
謂
は
ね
ば
な
ら
向
。
加
之
、
岡
敬
授
は
自
家
掻
着
論
を
せ
ら
れ

τ居
る
様

に
思
は
れ
る
o

卸
同
教
授
に
従
へ
ば
賞
質
的
概
念
に
よ
る
楠
民
は
猶
太
人

ω
V
オ
Y

運
動
も
合
ま
る
る
二

M
Z
な

る
。
而

τ
一
方
岡
敬
授
は
「
航
民
は
枇
曾
群
の
意
識
に

Z
り
て
新
な
る
」
「
地
域
仁
於
り
る
活
動
現
象
で
あ
る
」

ψ

猶

太
人
の
意
識
に
訴
へ

τ、
ρ

レ
旦
チ
ナ
は
川
地
し

τ『
新
な
る
地
域
」
で
あ
ら
う
か
。
寧
h
「
奮
草
地
域
」
で
は
な
い
だ

誌

苑

第
二
十
五
番

七
九

告書

棋

五

植
民
A
M
V
植
民
地
由
意
義

式門歌投，粗商事論集第五帯第二悼の論文
私と Lτは比場合“日帯人“なる周訟は面白〈ないが意味圭酌んて・J!(著者自
使用文字吉帯電しぞう。
矢内原敬授I ibid. pp. 2-7・
同上.ibid. P' 6. 
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← 一 一 一 件 ヤ

詑削

ら
う
か
(
?
)
果
し
て
『
新
な
る
地
域
』
で
な
い
ご
す
れ
ば
、
ぞ
の
時
-
』
そ
は
教
授
自
ら
が
捉
ふ
る
こ
ご
に
念
な
る

賞
質
的
現
象

ω翻
袋
に
も
例
外
を
設
り
、
質
質
的
御
念
も
他
民
の
意
義
を
決
定
す
る
こ

Z
が
出
来
な
い
£
い
ふ
こ

ご
に
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ど
ぜ
な
る
。
甲
の
範
鴫
に
全
然
崩
せ
さ
る
一
例
を
以
て
、
申
範
鴫
を
否
定
し
な
が

ら
、
乙
の
箱
崎
に
溺
す
る
一
つ
の
例
外
を
見
逃
L
7一
乙
範
鴫
を
肯
定
す
る
・
}
ぜ
が
如
何
に
論
理
上
快
陥
が
あ
る
か

は
花
を
侠
た
十

L
て
明
か
な
る
べ
き
笹
で
あ
る
。
教
授
の
根
本
思
想
に
謝
す
る
批
評
で
ゐ
る
に
け
、
同
激
授
の
垂

数
を
乞
ふ
や
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

右
の
問
題
に

L
て
解
決
せ
ら
れ
た
以
上
は
‘
柄
数
授
が
持
た
れ

τ居
る
第
二
の
疑
問
は
直
に
氷
解
せ
ら
る
。
郎
、

『
我
聞
は
政
治
的
従
属
闘
係
を
有
す
る
朝
鮮
仁
於
り
る
日
本
人
的
移
住
的
活
動
」
は
明
か
仁
机
民
で
あ
る
。
叉
揃
洲

に
於
け
る
日
本
人
の
移
住
的
活
動
で
あ
る
が
、
岡
敬
授
が
揃
測
ご
レ
は
れ
る
の
は
我
闘
の
租
借
地
七
る
関
東
州
を

も
包
合
さ
れ

τ居
る
も
り
正
解
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
論
及
範
閣
の
繍
張
及
び
ぞ
れ
い
に
制
到
す
る
精
密
ご
を
期
し
た

い
。
郎
中
華
岡
民
正
租
借
地
開
東
州
に
謝
す
る
日
本
人
の
移
住
的
活
動
で
ゐ
る
が
、
前
者
は
布
睦
に
於
け
る
日
本

人
の
移
住
的
活
動
己
岡
山
崎
に
、
そ
し
て
叉
納
太
系
欧
洲
諸
岡
氏
の
パ
V

Z

チ
ナ
移
住
正
同
様
に
前
識
の
移
民
で
あ

h
J
、
後
者
は
楠
民
に
単
す
る
も
の
、
的
準
航
民
で
ゐ
る
。
準
植
民
、
そ
の
語
の
人
口
に
愉
炎
せ

5
る
司
』
言
に
艇
か

れ
る
人
々
も
恐
ら
く
は
あ
る
に
ら
う
。
り
れ
ど
も
純
然
た
る
楠
民
正
眼
別
せ
ん
が
た
め
に
は
術
語
の
剣
誌
も
亦
止

h
u
を
得
な
い
。
級
協
相
平
基
礎
問
題
中
財
に
射
す
る
準
財
を
認
む
る
設
ゐ
る
ご
同
様
で
ゐ
っ
て
性
質
上
部
分
的
差
異

あ
る
も
の
は
斯
〈
取
扱
ふ
こ
正
が
概
念
決
定
上
妥
賞
正
せ
ら
る
。
斯
〈
言
へ
ば
数
授
は
叉
朝
鮮
人
が
、
満
洲
へ
移

住
的
活
動
場
ぜ
な
す
場
合
は
何
で
あ
る
か
ご
反
問
せ
ら
る
る
か
も
知
れ
な
い
o

蓋
し
同
教
授
の
書
中
仁
そ
の
こ
ご
が

記
せ
ら
れ
工
居
る
か
ら
で
ゐ
る
o

こ
れ
も
亦
前
同
機
に
閲
東
州
を
包
合
す
る
満
洲
正
解
す
o

然
る
場
合
に
於

τは

閲
東
川
に
朝
鮮
人
が
移
住
す
る
の
は
杭
民
地
原
住
民
の
準
植
民
地
へ
の
輔
佐
で
あ
る
。
新
(
言
へ
ば
そ
れ
は
内
容

苑

部
二
十
有
佳

!/i 

枕

-~，、

F、
O 

植
民
及
び
植
民
地
由
意
義

ミノオシ運動は型地回復運動て‘ある。「回復」それほ“新なる"窓時を背串的に

内也苫す ζ とが山来るだらうか 1 r再建設」と解せば， そむ時には柏木人に

とワては「新なる地域」てーあるかも知れない白けれ共民l族的意識は「稽き地域」

の回観とは働いても「新なる地域JV建設と陪働かないであ bぅ。
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を
文
言
的
に
縮
少
し
た
解
答
た
る
に
過
ぎ
な
い
Z
の
抗
議
会
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
h
ニ
ハ
日
は
、

に
於

τは
均
し
〈
日
本
圃
民
で
は
あ
る
も
の
、
本
閥
人
ご
他
民
地
土
着
民
ご
い
ふ
が
如
、
き
概
念
的
差
異
に
基
〈
正

共
に
、
他
方
に
於

τは
移
民
吉

L
て
取
扱
ふ
ニ
己
に
劃
し
て
も
部
分
的
触
如
あ
る
が
故
に
斯
〈
云
ふ
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
植
民
な
り
移
民
な

b
ご
す
る
こ
己
よ
り
も
穏
賞
で
あ
h
、
後
日
通
ぶ
る
「
園
内
樽
佳
」
ピ
同
類
割
現
象

で

あ

る

。

‘

次
に
叉
朝
鮮
人
が
満
洲
(
闘
来
州
を
除
〈
)
な
る
地
名
を
有
す
る
中
華
民
闘
の
領
土
の
一
部
へ
移
住
す
る
の
は
明

か
に
移
民
で
あ
る
o

卸
も
朝
鮮
人
な
る
稗
呼
を
持
つ
日
本
国
民
の
一
部
的
移
住
で
ゐ
品
。
数
授
は
期
的
知
器
解
粋

は
「
泊
嘗
な
る
蹴
出
掛
端
正

ν
ふ
を
待
な
レ
。
寧
ろ
朝
鮮
人
な
る
民
族
刷
曾
群
の
活
動
な
b
j
t
見
な
げ
れ
ば
な
ら
れ
刷
」
£

言
つ

τ、
極
め
て
単
純
な
る
見
解
を
奥
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
数
授
自
ら
が
、
放
棄
せ
干
さ
も
可
な
る
翻

念
、
否
向
準
苧
ん
品
貌
脱
授
白
ら
が
誕
つ
て
形
式
的
糊
念
.
↑
含
伊f
』
放
梨
す
る
こ
芭
子
e

何幻剖

こ
ご
は
私
が
昨
前
に
明
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
以
上
の
諸
鮎
hr
ら
考
ふ
る
吉
、
『
私
な
♂
よ
り
も
つ
ご
桃
民
地
の

こ
ご
を
知
っ
て
居
る
入
、
そ
の
道

ω研
究
家
に
は
な
ほ
一
一
府
多
く
の
疑
問
が
ゐ
h
得
ゃ
う
芭
考
へ
ら
£
』

Z
謙
譲

極
ま
る
言
葉
を
吐
か
れ
つ
つ
、
ク

7
l
の
設
の
一
部
分
た
る
「
政
治
的
機
カ
の
延
長
」
を
認
む
る
方
が
端
的
に
椀
民

の
基
礎
御
念
念
表
は
し
て
居
る
の
で
は
な
い
か
さ
言
一
つ

τ居
ら
る
ゐ
矢
内
原
敬
授

ω著
書
に
謝
す
る
大
内
教
授
の

渇

批
評

ω方
が
、
主

T

み
私
仁
正
つ

τは
矢
内
原
敬
授
の
所
設
よ
り
も
、
よ
り
妥
首
位
が
ゐ

h
、
よ
り
普
遍
性
が
ゐ

h
、
よ
h
歴
史
的
・
基
礎
的
で
あ
る
械
に
思
バ
れ
る
。
以
上
の
諸
駄
に
闘
し
て
矢
内
原
数
授
は
恐
ら
く
「
率
問
興

味
」
を
紹
め
な
い
ご
い
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
c

之
を
要
す
る
に
私
叫
ど
こ

J
¥迄
も
、
形
式
的
凱
念
を
以
て
、
組
民
及
び
椛
民
地
的
基
礎
凱
念
の
一
方
的
の
も

の
ご
し
て
取
扱
ふ
次
第
で
あ
っ
て
.
主
た
る
山
学
者
が
斯
〈
す
る
所
以
も
亦
理
由
な
し
ご
せ
な
い
。
(
ホ
完
)

詑

苑

b 

植
民
及
び
植
民
地
の
意
識

第
二
十
宜
容

停

都

λ 

方

敬投はよ言巴白持に「同地植比J.&び「民族捗醐」に就亡諦仁，それをも亦形式的
観愈放棄の-Illl山と Lて尉 bるるが，それ与に就てゆ説明及び k四割論。非
なることはt世 U~論ず。
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